














The Present Time of Music from Asia ―The Possibility of Regional Sharing: 
Starting from Musicarama 2014 Hong Kong Contemporary Music Festival
NAKAMURA, Noriko
0．はじめに
　 音楽近代化 150 年を迎える東アジア日中韓 3カ国̶音楽で共有する地域と世代
1．香港ムジカラマ音楽祭 2014






　 （北京首都師範大学・中央音楽学院・四川音楽学院、第 12 回金鐘賞閉幕音楽会）
6．結び̶地域共有の可能性̶
0．はじめに　　ー香港ムジカラマ音楽祭 2014 を起点にー
明治の音楽近代化以来 150 年となる 2018 年を 10 年後に見据えて始めた中村研究室に拠を置
くアンサンブルを母体とした音楽創造活動を 2007 年以来十数年継続、2013 年よりは筆者の身
体状況で学内施設で諸々のクラス登録学生とエキストラ学生と外部プロフェッショナル演奏家
と教員が共に行っている。近代化 151 年目の 2019 年 12 月 22 日の国際音楽祭アジアの管絃の
現在 2019-20 では、アンサンブル ensemble clumusicaの定期演奏会は 34 回目を迎えた。主な
動きをまとめると、1.コト始め -研究室発国際現代音楽祭 アジアの箏の現在、2.国際現代音
楽祭アジアの管絃の現在 2013 より 2020 へ、3.国際フェスティバルアジアの音舞の現在 2013
より 2019 へ　4.シリーズ邂逅 2015 より 2020 へ　5.大枝インターナショナルオルタナティヴ






































RTHKラジオ 4 FMステレオ（2014 年 11 月 15 日・20 日放送）





2015 年 1 月 23 日（金）series 邂逅　邂逅之絲　京都芸術センター 講堂
主催：オフィス・ミュージックメッセージ ［代表：柳楽正人］共催：京都芸術センター 
https://nakamura89.exblog.jp/d2015-08-18/
中村典子：光 lumen, quod natum est LICHT ［二十五絃箏］ 斎 zhai ［箏］ 斎 sai ［ヴァイオリ
ン独奏］  ヨンギ・パク =パーン（朴琶案泳姫）：雅歌 ［チェロ独奏］ Credo六段（グレゴリオ
聖歌 =八橋検校）［パンソリ、箏］春香傳 より ［パンソリ］  キム・ジュンヒ［金重希］：夢な
り ［パンソリ、ヴァイオリン、チェロ］
empty note 声：オ・ヨンジ　ヴァイオリン：キム・ジヒェ　書：シムヒャン　clumusica  箏・
二十五絃箏：横山佳世子　チェロ：大西泰徳 　作曲・語り：中村典子
2016 年 1 月 30 日（土）series 邂逅 2　響律動夢　禱櫻命運　大邱芸術発展所 スチャンホール
（韓国）
主催：empty note  共催：clumusica　京都市立芸術大学音楽学部中村研究室
中村典子：響 resonare（世界初演）チャン・ウィンワ［陳永華］：将進酒 JANJINJU（世界





























音楽祭は 3 演奏会 3 講演で構成され、ACL-Koreaが招いたポーランドの弦楽四重奏団
NeoQuartetの演奏で、S.シンプソン、ヤン・ジスン、カン・ドンキュ、パク・ウンキュン、ジュ
ン・ヒョンスクイとポーランドのペンデレツキの弦楽四重奏曲第 2番そして中村の弦楽三重奏
のための＜カサヌヒ＞で構成の第 1夜（4月 25 日）、韓国と北朝鮮の首脳会談日に Ensemble 
Einsの演奏でユ・ヨンウ、M. スタブルフィールド、シン・ユクジン、パク・ジェンウン、ラ
リー・アラン・スミス、R.カール作品で構成の第 2 夜、台湾の打楽器合奏団 Succession 
Percussion Groupの演奏でチョイ・ジョンフン、チェン・ヒョンス、ホン・ジミン、中村、チェ
ン・イーチェン、チェン・チャンフ作品で構成の第 3 夜（4 月 29 日）となった。https://
nakamura89.exblog.jp/27257076/






中村の＜カサヌヒ＞は、故郷笠縫［滋賀県草津］の由来を語る 20 分 3 章の弦楽三重奏でア
ジアの原風景を精彩に歓びと共に描き出したもので、翌朝の講演で自身の全創作を通しての作
品世界だけでなく、作曲者自身セットアップした金属打楽器で胎蔵曼荼羅型図形楽譜を演奏し、







2018 China –ASEAN Music Festival が、中国・広西チワン族自治区南寧市の創立 80 周年

















天地の楽舞を開いて始まり、24 の発表からなる 3 フォーラム、 20 コンサートからなる大学教
員職員学生地域市民を巻き込んだ壮大なプロジェクトが 20 時から 23 時近い 3 時間の公演で
締めくくられた。今回の音楽祭には著者自身の新作作曲・講演と共に、創案の日用的伝統楽器
を持ち込んで演奏者として独奏、四重奏､ オーケストラの 3つを世界初演したこととなる。招






2000 年設立の Gyeonggi Gayageum Ensemble は世界の音楽潮流とのコミュニ ケーション
を志向するアカデミックなカヤグムアンサンブルで、現代の作曲家達と国楽界により洗練され
た現代的創作音楽を主導的に発表してきている。これまで に CD アルバム 4 枚リリース、カ























今回高平教授のクラスで《地球発信型音楽の展開 -地域的音響による創造を通して》 ［Glocal 
 アジアの管絃の現在―地域共有の可能性 51
















近代化 150 年の音楽近代化 151 年目の 2019 年には、2018 年 6 月の大阪北部地震による延期
を含めた国際現代音楽祭アジア管絃の現在を 1月、6月、12 月と 3度開催した。
1月の音楽祭《汲響 vox caelum et terram》では、前年の音楽祭の延期を学生留学生教員、
国内国公立芸大教員、関西一円の大学教員、東西プロフェッショナル演奏家の皆様と共闘、独
奏から大編成まで琉球はじめ世界各地の音楽プログラムを取り戻した。




2月の音楽祭《あわいの翼 Wings of time & space》では講堂で、東西のあわい［間］を人
が翼となってつないでゆく。
この 2019 年の 3つを展望することで結びに変えたい。
近代化 150 周年に＜いのりの京都＞のセレモニーを沖縄慰霊の日 6/23 にもうけた国際現代
音楽祭アジアの管絃の現在 2018《汲響》は、直前 6/18 の大阪北部地震による会場施設要点検
状況により延期となり、7月 6日より数日の西日本豪雨災害の会場状況で試験会場を西文化会






ンチャンオリンピック直前の《渡響 vox expectat》2018 より継続する《汲響 vox caelum et 
terram》2019 として、延期後 2019 年 1 月 6 日の国際現代音楽祭も新年早々学科試験を翌日に




































サンブル、韓国伝統楽器 =西洋現代楽器、尺八 =フルート、古箏 =箏の楽＝樂の音で繋がれた。


















https://nakamura96.hatenablog.com　Nakamura lab,composition,Kyoto City University of 
Arts 
https://nakamura89.exblog.jp　　　　りんごの朝の歌　Nakamura Noriko
https://www.facebook.com/nakamuranoriko
https://twitter.com/satohyangxiang　　中村典子　Nakamura Noriko

